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あった。1957年に東京大学理学部生物学科
人類学課程を卒業し大学院へ進まれて以来，
一貫して人類学の研究にいそしまれた。
1962年理学部人類学教室助手となられたの
ち，東京医科歯科大学を経て，総合研究資
料館いまの総合研究博物館が創設されると
その初代教官として再び東京大学へ来られ
て博物館の礎を築かれた。その後，理学部
人類学教室へ戻られて1995年に退官され名
誉教授となられた。この間多くの学生を教
育指導された。日本人類学会では1990年か
ら4年間会長を務められた。また工学・生
物学・医学の異分野融合を掲げるバイオメ
カニズム学会の設立に参画され， 1992年か
らは会長を2年間務められた。

　東京大学西アジア洪積世人類遺跡調査団
を故・鈴木尚東京大学名誉教授のもと実質
的事務局長として支えられ，発掘したネア
ンデルタール人であるアムッド人骨の報告
は50年近くたった現在も引用され続けてい
る。野外調査と並行して実験室内では工学
的手法を取り入れた機能形態学を始められ
た。とくに複雑な頭骨形態を機能と進化の
両面から実験的に追求し，眼窩上隆起の意
義などを解き明かされた。またヒトの最大
の特徴である直立二足歩行の解明のため，
現代成人や幼児の歩行の動力学的解析を始
められた。歩行や姿勢の力学を測る床反力
計は何台も開発された。われわれ後輩はこ
のような数々の業績の恩恵に預かっている。

遠 藤萬里名誉教授は2017年10月24日肺
がんのため逝去された。享年83歳で

追悼 遠藤萬里名誉教授
木村 賛（東京大学名誉教授）
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